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＊
【予
告
】本
年
度
（平
成
ν
年
）第
３９
回
の
総
会

・
懇
親
会
は
、

１０
月
２４
日
（土
）
午
後
６
時
か
ら
で
す
。
そ
れ
に
先
立
ち
懇
談
会
は
、
午
後
４
時
か
ら
予
定
し
て
い
ま
す
。

ぎｂ
Ｌ
専

Ｊ

一

一
ヽ

ル
Ｌ
可

ヽし

【懇
談
会
】
今
年
は
、
午
後
４
時
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ

「八
重
の
桜
」
の
脚
本
を
書
か

れ
た
山
本
む
つ
み
氏
の
講
演
会
を
実
施
、
続

い
て
赤
岡
昌
弘
旭
川
市
総
合
政
策
部
長
に
よ

る

「北
の
プ
ラ
チ
ナ
シ
テ
ィ
旭
川
」
を
目
指

し
た
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、
更
に
、
佐
々

木
恵

一
旭
川
市
経
済
観
光
部
長
に
よ
る

「食

ベ
マ
ル
シ
ェ
」
な
ど
の
観
光
事
業
に
つ
い
て

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

【総
会
】
午
後
６
時
、
横
田
茂
副
会
長
の
紹

介
で
、
高
橋
照
美
会
長
が
議
長
と
な
り
、
「平

成
二
十
五
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決
算
報
告

の
件
」
ズ
バ
計
監
査
報
告
」
「平
成
二
十
六
年

度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
案
の
件
」
を
西
谷

内
力
世
事
務
局
長
の
説
明
で
原
案
ど
お
り
可

決
。
第
３
号
議
案

「会
長

・
監
事
の
選
任
」

で
は
、
西
谷
内
事
務
局
長
よ
り

「会
長
と
し

て
高
橋
照
美
氏
、
監
事
と
し
て
米
陀
徳
光
氏

及
び
安
井
規
雄
氏
留
任
」
の
提
案
が
あ
り
、

大
き
な
拍
手
を
も
っ
て
異
議
な
く
承
認
さ
れ
、

総
会
は
つ
つ
が
な
く
終
了
し
た
。

【懇
親
会
】
こ
の
日
、
旭
川
観
光
大
使
に
任
命

さ
れ
た
朝
妻
久
実
氏
の
司
会
で
出
席
の
来
賓

の
紹
介
が
あ
り
、
高
橋
会
長
の
開
会
の
挨
拶
の

あ
と
、
岡
田
政
勝
旭
川
市
副
市
長
よ
り
、
今
年

４
月
に
旭
川
地
域
企
業
誘
致
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
が
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
、
ソ
チ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
竹
内
智
香
選
手
が
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

パ
ラ
レ
ル
大
回
転
で
銀
メ
ダ
ル
に
輝
い
た
こ

と
、
今
年
の

「合
ベ
マ
ル
シ
ェ
」
は
好
天
に
も

恵
ま
れ
て
百
万
人
以
上
の
来
場
者
が
あ
り
大

盛
況
で
あ
っ
た
こ
と
、
来
年
は
旭
川
で
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
の
Ｆ
Ｉ
Ｓ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
行
わ

れ
る
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

続
い
て
三
井
幸
雄
旭
川
市
議
会
議
長
の
発

声
の
も
と
、
旭
川
市
と
東
京
旭
川
会
の
益
々

の
発
展
を
祈
念
し
て
威
勢
よ
く

「乾
杯
！
」

今
年
も
、
出
席
会
員
は
地
域
別
に
分
か
れ
、

来
賓
を
加
え
て
９
つ
の
テ
ー
ブ
ル
に
集
ま
っ

た
。
会
場
に
は
、
旭
川
の
食
材
を
使
っ
た
料

理
の
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
て
大
人
気
。
恒

例
の
壁
新
間
に
は
、
こ
の
１
年
間
の
東
京
旭

川
会
の
活
動
や
旭
川
市
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど

を
紹
介
す
る
記
事
が
展
示
さ
れ
、
「
ハ
レ
ロ

イ
会
」
の
紹
介
や
、
鈴
木
聖
史
監
督
に
よ
る

映
画

「ホ
コ
リ
と
幻
想
」
の
紹
介
も
あ
っ
た
。

午
後
７
時
半
、
「あ
さ
っ
ぴ
―
」
が
登
場
―

朝
妻
さ
ん
と

「あ
さ
っ
ぴ
―
」
の
共
演
の
ダ

ン
ス
は
盛
大
な
拍
手
で
盛
り
上
が
っ
た
。

こ
の
後
、
「あ
さ

っ
ぴ
―
」
は
各

テ
ー
ブ
ル
を
回
っ
て
順
次
、
記
念
撮

影
。
「あ
さ

っ
ぴ
―
」
を
囲
み
、
み

ん
な
満
面
に
笑
み
を
浮
か
べ
て
パ
チ

‐１ソ
。そ

し
て
、
恒
例
の
大
抽
選
会
が
ス

タ
ー
ト
。
旭
川
物
産
協
会
を
は
じ

め
、
男
山
、
優
佳
良
織
工
芸
館
、
サ

サ
キ
エ
芸
、
サ

ッ
ポ

ロ
ビ
ー
ル
、

Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｏ
他
、
多
く
の
企
業
か
ら

の
景
品
の
提
供
が
あ
り
、
会
場
は
大

い
に
湧
き
上
が
っ
た
。

（詳
細
は
、
２
～
３
ペ
ー
ジ
）

午
後
８
時
、
新
谷
龍

一
郎
旭
川
商

工
会
議
所
会
頭
の
発
声
に
よ
る
万
歳

三
唱
の
あ
と
、
加
藤
副
会
長
の
お
礼

の
挨
拶
を
も
っ
て
閉
会
と
な
っ
た
。
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2014年 10月 25日 (土)「第38回東京旭川会 総会 0懇親会 0懇談会」がハイアッ

ト0リ ージェンシー東京で開催されました。出席者は、来賓を含め150人でした。

▲0ご来賓の入場とご紹介 0旭川市副市長・岡田政勝氏 0旭川市市議会議

長・三井幸雄氏 0旭川商工会議所会頭・新谷龍―郎氏/東京旭川会 0高橋照

美会長 0西谷内力世副会長兼事務局長 0横田茂副会長 0カロ藤桂子副会

長/0旭川市シンボルキャラクター「あさつぴ一」

高
橋
照
美
会
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

東
京
旭
川
会
が

目
指
す
も
の

西
川
格
人
旭
川

市
長
が
昨
秋
〓
選

‐‐
を
深
ｔ

‐
さ
れ
い去
ム

報
「あ
さ
０
ぼ
ｔ
一

の
申
で
、
「
各
地

か
．ら
幅
広
い
世
代
の
方
が
集
い
に
ぎ
わ

う
北
海
道
の
拠
点
と
し
て
↑
他
の
自
治

体
と
の
連
携

‐
を
■
層
‐‐―図
“
な
が
ら
ヽ
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
｝
と
述
一

ヽ
・て‐‐‐．お
ら‐‐れ‐‐
ま‐‐‐‐■
■
こ
の―‐‐‐‐・か
鉾
に
碁
づ――‐‐一

い
て
‐‐昨
‐‐‐春ず
「旭
川
地
域
―企
‐‐‐業誘
致
東

京
サ
テ
ラ
一イ
ト
オ
フ
イ
ス
「
‐が―‐
‐開
設
さ

れ
ま
し
た
。
一　
　
　
・一　
　
・●
●
●

●
私
も
立
場
は
異
‐な
り
ま
す
が
ず
昨
秋

東
京
旭
川
会
の
会
長
に
再
選
‐さ
れ
ず
同

じ
よ
う
な
思
い
で

「輪
を
広
げ
楽
し
く

よ
り
良
い
会
」
を
目
指
し
て
会
を
運
営

し
て
参
り
た
い
と
思
ち
て
い
ま
す
ｆ
●

東
京
旭
川
会
も
こ
こ
一
‐‐‐‐
数
年
Ｌ
広
く

‐‐旭

川
圏
」
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
目
指

襲
蒻
野
弊
』弔
動
纂

会
長を

，
一
‐‐た一
一
一一一一
‐楽‐‐会

，
０

安
井
規
雄
会
長
に
は
当
会
の
監
事
を
務

一め
一で
い
た
‐だ‐い
で
０
ま
す
一そ
し
で
一東

京
当
麻
会
」
の
佐
藤
幸
博
理
事
ず
高
島

芳
美
理
事
に
は
―‐
当
会
の
幹
事
に
就
任

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
「
今

‐後
は
更
に
旭
州
市
に
隣
接

‐―
し
て
・い
・る

「上
川
．町
」
「
比
布
町
｝
の
東
京
ふ
る
．さ
．

と
会
の
皆
さ
ん
と
も
接
触
し
て
輸
を
広

一髪

訴
瑯

¨

計

さ‐‐‐‐の鍵
鰹
釜
雰
纂
凱
騰

面
踪
一議
夕脚４
鱈
別
暉

劉酬Ю喰瑚
ノを計朝杜瞼れ期騨

ろな親睦事業を進めて参りますЮ
1
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第
３８
回

懇
親
会
の
様
子

小

ｏ
中
学
校
別
の
グ
ル
ー
プ
分
け
は
、

今
回
で
４
回
目
。
小
学
校
名
、
中
学
校
名

を
書
い
た
大
き
な
ネ
ー
ム
カ
ー
ド
で
、
お

互
い
に
共
通
の
話
題
が
見
つ
か
り
よ
か
っ

た
と
、
今
回
も
と
て
も
好
評
で
し
た
。
後

半
は
、
自
由
に
交
流
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
は
、旭
川
市
の
公
式
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の

「あ
さ
っ
ぴ
―
」
と
司
会
の

朝
妻
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
姿

で
登
場
。
壇
上
で
踊
っ
た
り
、
各
グ
ル
ー

プ
席
で
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
と
記
念
撮
影

を
し
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

神
楽
小
、
神
居
小
、
青
雲
小
、
日
章
小
、

神
楽
中
、
神
居
中
、
聖
園
中
。
グ
ル
ー

プ
リ
ー
ダ
ー
は
奥
山
好
美
幹
事
。
「あ

さ
っ
ぴ
―
と
朝
妻
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
来

て
く
れ
て
、
み
ん
な
大
喜
び
で
し
た
。

お
か
げ
で
話
も
弾
み
ま
し
た
」

▲旭川市が提供の南瓜・じゃがいもを使つたホテルの特別

料理に舌鼓。皆さんニコニコ顔で会話も弾みます。

北
鎮
小
、
春
光
小
、
大
有
小
、
大
町
小
、

北
光
小
、
北
星
中
、
六
合
中
、
北
門
中
。

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
は
大
場
孝
仁
幹
事
。

「あ
さ
っ
ぴ
―
を
間
近
に
見
た
人
は
あ

ま
り
い
な
い
の
で
、
大
き
い
ね
と
触
っ

て
喜
ん
で
い
ま
し
た
」

＞
協
賛
企
業
や
旭
川
市
か
ら
の
旭
川

物
産
を
中
心
に
し
た
抽
選
会
は
大
盛

り
上
が
り
。
一二
丼
議
長
も
大
忙
し
。

中
央
小
、
日
章
小
、
常
盤
中
、
明
星
中
。

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
は
河
原
惟
臣
幹
事
。

「山
本
む
つ
み
さ
ん
の
講
演
も
よ
か
っ

た
で
す
し
、
あ
さ
っ
び
―
と
元
気
の
い

い
新
観
光
大
使
の
朝
妻
さ
ん
と

一
緒
の

写
真
も
楽
し
い
で
す
ね
」

東
五
条
小
、
正
和
小
、
新
富
小
、
大
有

小
、
明
星
中
。
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
は

山
崎
正
之
幹
事
。
「明
星
中

ｏ
北
高
出

身
者
が
中
心
の
紳
士
淑
女
グ
ル
ー
プ
で

す
。
旭
川
林
檎
の
美
味
し
さ
に
感
激
し

つ
つ
再
会
を
楽
し
み
ま
し
た
」

・
０
●
０

今回は来賓テーブルと観光大使の       名刺受付コーナー

席も作りました。市の幹部、旭川観光        壁新聞

大使が会員と交流しました。        ・・
‐‐‐‐‐■|■■|■‐‐■■|■

新
観
光
大
使
紹
介

浦
城
い
く
よ
さ
ん

明
治
４。
年
に
旭
川
で
生
ま
れ
た
文
豪

井
上
靖
の
書
斎
と
応
接
間
が
平
成
２４
年
、

春
光
町
の
井
上
靖
記
念
館
に
移
築
さ
れ

ま
し
た
。
長
女
で
井
上
靖
記
念
文
化
財

団
専
務
理
事
の
浦
城
い
く
よ
さ
ん
に
は

井
上
靖
記
念
館
特
別
相
談
役
と
し
て
も

ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

旭
川
観
光
大
使
と
し
て
初
め
て
出
席

さ
れ
て
、
「と
で
も
楽
し
く
、
次
国
も

ぜ
ひ
出
席
し
た
い
」
と
の
こ
と
。
東
京

旭
川
会
に
も
ご
入
会
い
た
だ
き
ま
し
た
。

朝
妻
久
実
さ
ん

「山
陰
中
央
テ
レ
ビ
を
経
て
、
現
在
は

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
ア
サ
ー
と
し
て
東
京

で
活
動
し
て
い
ま
す
Ю
こ
の
度
、
旭
川

観
光
大
使
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
い
ろ

い
ろ
な
場
面
で
旭
川
の
Ｐ
Ｒ
役
と
し
て

今
ま
で
以
上
に
頑
張
り
ま
す
。
２
月
９

日
の
旭
川
冬
ま
つ
リ
ス
テ
ー
ジ
に
も
初

出
演
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
」
と
ご
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。▲観光大使の大先輩、吉田義勝さん、岩

圏公雄さん、高橋会長とご挨拶。
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日
新
小
、
大
成
小
、
朝
日
小
、
旭
川
中
、

北
都
中
。
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
は
小
松

仁
志
幹
事
。
「旭
川
の
元
シ
テ
ィ
ボ
ー

イ
と
シ
テ
ィ
ガ
ー
ル
に
、
今
回
は
あ

さ
っ
ぴ
―
と
朝
妻
久
実
さ
ん
が
加
わ
り

大
盛
り
上
が
り
で
し
た
」

啓
明
小
、
朝
日
小
、
東
町
小
、
光
陽

中
、
東
光
中
、
東
明
中
、
愛
宕
中
。

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
は
山
川
智
幹
事
。

「岡
田
副
市
長
も
こ
の
グ
ル
ー
プ
で

す
の
で
、
旭
川
の
最
新
情
報
な
ど
も

間
け
て
皆
さ
ん
喜
ん
で
い
ま
し
た
」

▲来賓・観光大使席。最初にあさつぴ一がやってきて、皆さ

ん驚きと興奮の笑顔。岩田公雄さん、浦城いくよさん、講演

を終えたばかりの山本むつみさんなどの観光大使も大喜

び。皆さんいつきに話が弾んだようです

▲関連記事を拡大し、テーマ別に解説した「壁新聞」も注目。講演の山本むつみ

さん、ソチ五輪の銀メダリスト・竹内智香選手、旭大星などの記事が話題。

▲「熱く生きろ～」という意味の若手の会「ハレロイ会」が壇上に勢揃い。「若い

力」がこれからの東京旭川会を引つ張ります。よろしくお願いいたします。

東
川
、
東
神
楽
、
当
麻
、
東
鷹
栖
、

愛
別
、
比
布
、
上
川
な
ど
の
旭
川
市

の
周
辺
町
の
方
々
。
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
は
安
丼
規
雄
監
事
。
「講
演
も

内
容
が
あ
り
よ
か
っ
た
で
す
よ
。
懇

親
会
も
に
ぎ
や
か
で
い
い
で
す
ね
」

＞
旭
川
観
光
大
使
の
右
か
ら
佐
藤
安
弘
さ
ん
、岡
崎
友

典
さ
ん
、藤
丼
邦
夫
さ
ん
が
ご
挨
拶
後
に
抽
選
く
じ
引
。

江
丹
別
、
鷹
栖
、
東
鷹
栖
、
雨
粉
、
富

良
野
、
及
び
道
内
各
地
、
道
外
こ
出
身

者
の
方
々
。
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
は
澤

田
研
二
幹
事
。
「テ
ー
ブ
ル
の
参
加
者

名
簿
と
名
札
で
話
の
き
っ
か
け
が
で
き
、

話
の
輪
が
ひ
ろ
が
り
ま
し
た
」

▲あさっぴ一とAKB48の「会いた

かった」を踊り、ポーズ。

旭
川
産
の
映
画
が
完
成
！

映
画
監
督
・鈴
木
聖
史
さ
ん

「今
回
の
映
画
製
作
で
は
ず
東
京
旭
川

会
の
皆
さ
ま
‐、
そ
し
て
地
元
の
旭
川
市
ハ

Ｌ
川
商
工‐‐‐会
議
‐所‐
を
は
じ‐‐
め‐‐
Ｌ
肝
市
民‐‐

の
皆
さ
ま
に
は
ず
資
金
画
だ
け
で
は
な

ぐ
、
口
ヶ
地
で
の
ご
配
慮
、
エ
キ
ス
ト

ラ
参
加
な
ど
最
高
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
「
心

‐ょり
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
本
作
品
は
、
映
画
祭
の
エ
ン

■
リ
ー
と
、
全
国
で
の
公
開
の
準
備
を
進

め
て
お
り‐
ま
す
”
本
年
■
月
頃
か
ら
北
海

・ヨ
筆
監
体
に
、一一．一一一■
■
作
ゝ
み
空
日
で

つ
寧

悽

一Ｉ
モ

丑

榎
港

次

第
ハ
改
め
て
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
」

~r f疇響炸髯

▲映画のタイトル。2014年 撮影開始、9月 末

に無事91分の旭川産の映画が完成。

▲「ご支援ありがと

うございました」

■■■



鰹
む
環
　

ラ
マ
を
作
る
仕
事
』

《主
催
者
側
か
ら
の
お
断
り
》
山
本
む
つ
み
先
生
に
は
、
約
５０
分
に
わ
た
り
い
ろ
い
ろ
な
事
例
を
挙
げ
丁
寧
に
、
ユ
ー
モ
ア
も
交
え
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
一

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
上
、
お
話
し
の
ポ
イ
ン
ト
の
み
で
省
略
せ
ざ
る
を
得
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

＞
８０
名
の
席
が
満
員
に
。
熱
心
に
メ
モ
を
取
り
な
が
ら

聞
く
会
員
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

脚
本
家
っ
て
ど
ん
な
仕
事
？

脚
本
家
の
仕
事
を
ひ
と
言
で
言
う
と
、

セ
リ
フ
と
卜
書
き
で
、
「ド
ラ
マ
の
設
計

図
」
を
描
く
こ
と
で
す
。
大
勢
の
役
者
さ

ん
や
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
た
ち
が
、
脚
本
と
い

う
設
計
図
を
元
に
、
力
を
合
わ
せ
て
ド
ラ

マ
と
い
う
「家
」
を
建
て
て
い
く
わ
け
で
す
。

脚
本
家
の
大
先
輩

ｏ
ジ
ェ
ー
ム
ス
三
木

さ
ん
は
、
若
い
頃
、
向
田
邦
子
さ
ん
に

「脚

本
家
に
向
い
て
い
る
人
の
条
件
」
は
、
「嘘

が
上
手
い
」、
国
界
″丈
夫
」、
「お
し
ゃ
べ
り

が
好
き
」
の
三
つ
だ
と
教
わ
っ
た
そ
う
で

す
。
こ
の
三
条
件
を
知
っ
た
時
、
私
は
、
脚

本
は
自
分
の
天
職
だ
と
確
信
し
ま
し
た

（笑
）。
ま
ず
、
ド
ラ
マ
は
お
話
を
創
造
す
る

も
の
で
す
か
ら
、
壮
大
な
嘘
を
つ
く
能
力
が

必
要
で
す
よ
ね
。
そ
れ
か
ら
、
徹
夜
が
出
来

る
だ
け
の
体
力
が
な
い
と
勤
ま
ら
な
い
の

で
、
胃
が
丈
夫
で
し
っ
か
り
食
べ
ら
れ
る
こ

と
も
大
事
で
す
。
脚
本
の
打
ち
合
わ
せ
は
、

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
や
演
出
家
と
行
い
ま
す

が
、
こ
ち
ら
は

一
人
で
、
相
手
は
八
人
な
ん

て
こ
と
も
ざ
ら
に
あ
り
ま
す
。
多
夕
に
無
勢

の
状
況
で
舌
戦
に
打
ち
勝
つ
た
め
に
は
、
お

し
ゃ
べ
り
の
能
力
も
必
要
で
す
。

ド
ラ
マ
の
作
ら
れ
方
は
様
々
で
、
企
画

が
決
ま
っ
て
い
て
脚
本
を
依
頼
さ
れ
る
場
合

が
多
い
の
で
す
が
、
時
に
は
ゼ
ロ
か
ら

一
緒

に
立
ち
上
げ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
朝
ド
ラ

『ゲ
ゲ
ゲ
の
女
一房
』
の
時
は
、
ド

ラ
マ
の
題
材
を
探
し
て
い
る
最
中
に
、
た
ま

た
ま
入
っ
た
本
屋
さ
ん
で
原
案
本
と
出
会
い

ま
し
た
。
水
木
し
げ
る
先
生
の
自
蓬
膝
塾
日か

れ
た
エ
ッ
セ
イ
本
と

「目
が
合
っ
た
」
感
じ

が
し
て
、
そ
こ
か
ら
、
企
画
が
決
ま
っ
た
ん

で
す
。
ド
ラ
マ
作
り
に
は
、
時
と
し
て
、
そ

う
い
う
不
思
議
こ
と
が
起
き
ま
す
ね
。

ド
ラ
マ
の
影
響
力

大
河
ド
ラ
マ

『八
重
の
桜
』
は
、
東
日

本
大
震
災
の
後
、
東
北
復
興
の
た
め
に
ド
ラ

マ
に
何
が
出
来
る
か
？
と
い
う
こ
と
で
決

ま
っ
た
企
画
で
す
。
ド
ラ
マ
が
始
ま
る
前

は
、
新
島
八
重
さ
ん
を
知
っ
て
い
る
人
も
少

な
く
、
本
当
に
大
河
ド
ラ
マ
に
出
来
る
の
か

と
不
安
な
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
調

べ
る
ほ
ど
に
八
重
さ
ん
の
人
生
は
面
白
く
、

会
津
の
視
点
か
ら
見
る
幕
末
の
歴
史
は
新

鮮
で
し
た
。
歴
史
の
記
録
は
勝
っ
た
側
に

よ
っ
て
作
ら
れ
て
し
ま
う
も
の
で
す
が
、
敗

れ
た
側
に
光
を
当
て
る
と
、
こ
れ
ま
で
と
は

違
う
幕
末

ｏ
明
治
が
見
え
て
来
ま
し
た
。

広
く
人
に
伝
え
る
に
は
、
ド
ラ
マ
が

一

番
効
果
的
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

人
は
心
を
動
か
さ
れ
る
と
、
実
際
に
行
動
を

起
こ
し
ま
す
。
壺蜃
後

に
、
取
材
で
会
津
を

訪
れ
た
時
は
、
観
光
客
が
九
割
減
と
い
う
厳

し
い
状
況
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ド
ラ
マ
が

始
ま
る
と
訪
れ
る
人
が
増
え
、
お
城
近
く
に

あ
る

「大
河
ド
ラ
マ
館
」
は
、
最
終
的
に
来

場
者
が
２
カ
人
を
越
え
た
そ
う
で
す
。

Ｎ編後生扁
¨

〃

つ

一　
む

卜一り

麟

・ス

作

マ
　

ヽ
Ｅ

ラ

に

が
　

。
表紙

二
一一一ヽ
病
部

・●
●

緻

脚

一　馴
師

ま
た
、
ド
ラ
マ
の
第

一
話
に
、
吉
田
松

陰
が

「会
津
の
酒
は
美
味
い
の
う
」
と
話

す
シ
ー
ン
を
作
っ
た
の
で
す
が
、
実
は
こ

れ
、
会
津
で
お
酒
を
飲
ん
だ
時
の
、
私
の

個
人
的
な
感
想
で
し
た
。
こ
の
セ
リ
フ
を

喜
ん
で
く
だ
さ
っ
た
杜
氏
さ
ん
た
ち
が
、

張
り
切

っ
て
お
酒
を
造
ら
れ
た
そ
う
で
、

そ
の
効
果
が
あ
っ
た
の
か
、
新
酒
の
品
評

会
で
は
最
多
の
金
賞
を
獲
得
さ
れ
た
と
か
。

ド
ラ
マ
の
影
響
力
の
大
き
さ
は
怖
い
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
美
味
し
い
お
酒
作
り

の
役
に
立
つ
な
ら
、
嬉
し
い
で
す
よ
ね
。

大
河
ド
ラ
マ
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
条
件

無
名
に
近
か
っ
た
八
重
さ
ん
が
大
河
ド

ラ
マ
の
主
役
に
な
っ
た
の
に
は
、
ち
ゃ
ん
と

理
由
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
に
は
、
絶
対
諦
め

な
い
人
だ
と
い
う
こ
と
。
諦
め
ず
に
困
難
を

乗
り
越
え
て
い
く
と
こ
ろ
に
ド
ラ
マ
が
生

ま
れ
ま
す
。
二
つ
目
は
、
女
性
の
武
器
が
薙

刀
だ
っ
た
時
代
に
、
八
重
さ
ん
だ
け
が
鉄
砲

を
撃
っ
た
こ
と
。
誰
も
や
ら
な
い
こ
と
を
や

る
人
だ
か
ら
こ
そ
主
役
に
な
れ
る
ん
で
す
。

三
つ
目
は
、
周
囲
の
目
を
気
に
せ
ず
に
、
我

が
道
を
行
く
ス
ル
ー
ス
キ
ル
。
そ
し
て
、
四

つ
目
は
、
変
化
を
恐
れ
な
い
こ
と
で
す
。
新

▲自分が脚本家になつた時のエピソードも笑いを交え

てたつ13iり お聞かせくださいました。

し
い
こ
と
に
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
く
勇
気
が
、
自
分
を
変
え
、
世
の
申
を
変

え
て
い
き
ま
す
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
ド
ラ

マ
の
主
人
公
の
条
件
は
、
自
分
が

「人
生
の

主
役
」
で
あ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
と
同
じ

な
ん
で
す
よ
ね
。

震
災
、
津
波
、
原
発
事
故
と
大
き
な
不

幸
が
続
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に
は
、
ド

ラ
マ
な
ん
て
本
当
に
無
力
な
も
の
で
す
。

せ
め
て
、
こ
れ
ま
で
歴
史
の
中
に
埋
も
れ

て
い
た
東
北
の
人
た
ち
に
光
を
当
て
る
こ

と
で
、
被
災
地
に

一
本
の
花
を
手
向
け
よ

う
。
『八
重
の
桜
』
に
は
、脚
本
家
や
キ
ャ

ス
ト

ｏ
ス
タ
ッ
フ
た
ち
の
、
そ
ん
な
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

プ回フィール 脚本家 山本むつみ 旭I:1観光大使

北海道旭川市生まれ。北海道大学教育学部卒業後、編集者をしながら脚本家を目指

す。2013年 のNHK大河 ドラマ「八重の桜」、2010年前期連続テレビ小説「ゲ

ゲ|ゲの女房」をはじめ、NHK金曜時代劇「御宿かわせみ」「慶次郎縁側日記」、土

曜ドラマ「トツプセールス」「本国棒シーズン 12」 など、時代劇 。現代劇を問わず、

多様なジャンルで執筆されている。直近の執筆活動では、2014年 11月 17日

22 i OOか らニッポン放送開局 60年を記念して制作されたラジオドラマ「オオカ

ミの末裔」の原作・脚本を執筆。またテレビ東京新春ワイド時代劇「大江戸捜査網

2015-隠密同心、悪を斬る !」 (2015年 1月 2日放送)の脚本を執筆されている。
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北
彩
都
事
業
が
完
成
し
、
旭
川
市
の
さ

ら
な
る
飛
躍
に
向
け
て
、
旭
川
市
の
二
人

の
部
長
か
ら
テ
ー
マ
ご
と
に
画
像
を
使
っ

て
詳
し
く
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「地
域
活
性
化
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に

つ
い
て
」

旭
川
市

総
合
政
策
部
長

赤
岡
昌
弘

９
月
に

「ま
ち

ｏ
ひ
と

ｏ
し
ご
と
創
生

本
部
」
が
設
立
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
先

立
ち
、
内
閣
宮
一房
で
は
新
た
な
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
と
地
域
産
業
の
成
長
の
た
め

の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

「地
域
活
性
化
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
」
を
募
集
し
ま
し
た
。
公
募
期
間

に
全
国
か
ら
１
３
５
件
の
提
案
が
あ
り
、

旭
川
市
を
含
む
３３
件
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

旭
川
市
は
、
北

・
北
海
道
の
拠
点
都
市
と

し
て
、
新
鮮
で
豊
か
な
食
材
や
恵
ま
れ
た
自

然
、
そ
し
て
医
療
福
祉
の
集
積
と
い
う
地
域

の
強
み
を
生
か
し
、
『健
康
』
と

『食
』
の

二
つ
を
柱
と
し
た

「北
の
プ
ラ
チ
ナ
シ

テ
ィ
ー

〃あ
さ
ひ
か
わ
〃
を
目
指
し
て
」
を

提
案
し
ま
し
た
。
高
齢
者
が
生
き
が
い
を

持
っ
て
暮
ら
せ
る
イ
メ
ー
ジ
で
、
シ
ル
バ
ー

の
上
を
各
ソ
ニ
プ
ラ
チ
ナ
」
と
表
現
し
ま
し
た
。

旭
川
市
の
提
案
は
、
『健
康
』
に
関
す
る

五
つ
の
取
り
組
み
で
す
。
「ま
ち
な
か
プ
ラ

チ
ナ
ベ
ー
ス
の
整
備
」
「積
雪
寒
冷
地
型
ス

マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の
整
備
」
「ア
ク
テ
ィ
ブ
買

物
公
園
の
整
備
」
「積
雪
寒
冷
地

上
呂
齢
者

対
応
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
製
品
の
開
発
」
「ス
ト

レ
ス
ケ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
」
で
、
そ
の

う
ち
メ
イ
ン
の

「ま
ち
な
か
プ
ラ
チ
ナ
ベ
ー

ス
」
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『食
』
に
関
す
る
取
り
組
み
は
三
つ
で
す
。

パ
仮
称
）
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
の
駅
の
整
備
」
「北

の
発
酵
Ｆ
０
０
Ｄ
の
開
発
」
「研
究
開
発

機
能
を
備
え
た
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
」

の
う
ち
取
組
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
パ
仮

称
）
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
の
駅
の
整
備
」
に
つ
い
て

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「旭
川
市
に
お
け
る
観
光
と

企
業
誘
致
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

旭
川
市

経
済
観
光
部
長

佐
々
木
恵

一

Ｉ

・
観
光
に
つ
い
て

旭
川
市
は
、
北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
部
と

い
う
地
の
利
を
生
か
し
な
が
ら
、
経
済
波

及
の
大
き
い

「観
光
」
を
地
域
経
済
の
重

要
な
柱
の

一
つ
と
し
て
位
置
付
け
、
関
連

施
策
を
推
進
。

【そ
の
特
長
と
ポ
イ
ン
ト
】

ｌ

ｏ
観
光
入
込
客
数

¨
五
百
数
十
万
人
程

度
で
推
移
。
宿
泊
者
を
い
か
に
増
や
し
て

い
く
か
が
今
後
も
引
き
続
き
の
課
題
。

２
ｏ
外
国
人
観
光
客
の
誘
致

¨
外
国
人
観
光

客
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る

「雪
ｏ花
ｏカ
ニ
・

温
泉
」
を
近
隣
と
の
周
遊
観
光
に
よ
っ
て
す

べ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
東
ア
ジ
ア
や

東
南
ア
ジ
ア
で
精
力
的
な
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
展
開
に
よ
っ
て
、
台
湾
、
中
国
な

ど
か
ら
週
に
１２
便
の
国
際
定
期
路
線
が
運

航
、
外
国
人
観
光
客
の
宿
泊
数
が
安
定
的
に

伸
び
、
過
去
最
高
を
更
新
す
る
勢
い
。

３
ｏ
国
内
と
海
外
の
観
光
客
の
平
均
宿
泊

数

一
夏
、
冬
、
年
間
と
、
す
べ
て
の
期
間
で

増
加
基
調
と
な
っ
て
お
り

，旭
川
市
の
観

光
が
滞
在
型
へ
転
換
し
つ
つ
あ
る
傾
向
。

４
ｏ
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
紹
介

¨
①
旭
山
動

物
園

¨
「キ
リ
ン
舎

ｏ
か
ば
館
」
が
オ
ー

プ
ン
。
６
年
ぶ
り
に
入
園
者
が
増
加
。②
コ
ヨ

の
美
術
館
」は
、デ
ィ
ズ
ユ
ー
の
ア
ニ
メ
「ア

ナ
と
雪
の
女
王
」
に
出
て
く
る
〃氷
の
城
〃に

ぴ
っ
た
り
と

一
躍
注
目
さ
れ
、
前
年
の
１０

倍
に
迫
る
勢
い
で
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。

「ア
ナ
雪
」
の
第
２
段
に
期
待
し
た
い
。

５
ｏ
「北
の
恵
み

・
食
ベ
マ
ル
シ
ェ
」

¨
５

回
目
を
数
え
、
１
０
８
万
５
千
人
の
来
場
者

数
を
記
録
。
道
北
最
大
の
食
の
イ
ベ
ン
ト
に

成
長
。
「旭
川
し
ょ
う
ゆ
焼
き
そ
ば
」
な
ど

も
新
た
な
グ
ル
メ
も
生
み
出
す
。
広
域
観
光

の
資
源
と
し
て
磨
き
を
か
け
て
い
る
。

６

ｅ
「北
彩
都
ガ
ー
デ
ン
」

¨
旭
川
の
新

駅
舎
南
側
に
全
国
的
に
も
珍
し
い
広
大
な

ガ
ー
デ
ン
が
町
の
中
心
部
に
出
現
し
、
観

光
客
を
お
出
迎
え
し
ま
す
。
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
は
２
０
１
５
年
春
で
す
。

７
ｏ
第
５６
回
を
数
え
る
冬
ま
つ
り
は
、
今
回

は
ギ
ネ
ス
級
の
大
き
さ
を
誇
る
大
雪
像
が

「ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」で
す
。
長
さ
１
０
０
メ
ー

ト
ル
の
氷
す
べ
り
台
や
巨
大
迷
路
、
夜
に
は

花
火
、
買
物
公
園
を
会
場
に
氷
の
造
形
美
の

「氷
彫
刻
世
界
大
会
」
も
同
時
開
催
。

８

ｏ
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「あ
さ
っ

ぴ
―
」
の
幼
な
じ
み
と
し
て
新
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー

「ゆ
っ
き
り
ん
」
も
誕
生
。
頭
に
雪

だ
る
ま
な
ど
旭
川
要
素
の
で
ん
こ
盛
り
。

「あ
さ
っ
ぴ
―
」
と
合
わ
せ
て
旭
川
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
参
り
ま
す
。

Ⅱ

・
企
業
誘
致
に
つ
い
て

¨
企
業
誘
致

を
推
進
し
て
い
く
う
え
で
の
課
題
意
識
は
、

人
口
減
少
を
い
か
に
食
い
止
め
る
か
、
い

か
に
一雇
用
の
場
を
作
っ
て
い
く
か
と
い
う
、

２
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題

に
対
応
す
る
た
め
に
、
企
業
誘
致
の
活
動

を
通
じ
、
旭
川
へ
の
企
業
立
地
を
推
進
し
、

雇
用
の
場
や
税
収
の
確
保
に
力
を
入
れ
て

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

【旭
川
市
の
優
位
性
の
ポ
イ
ン
ト
】

ｌ

ｏ
旭
川
市
は
単
独
で
人
口
昴
万
人
、
周

辺
を
含
め
る
と
、

４５
万
人
の
規
模
が
あ
り
、

北
海
道

ｏ
東
北
で
第
三
の
都
市
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
従
業
員
の
確
保
や
、
福
利

厚
生
の
、
生
活
の
利
便
性
の
面
で
不
自
由

が
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

２

・
交
通
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ

一
東
京
か

ら
は
福
岡
と
同
距
離
。
鉄
道
、
航
空
、
自

動
車
と
、
北
海
道
内
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、

物
流
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
面
で
利
便
性
が
高
い

こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

３

ｏ
大
地
震
の
発
生
確
率
が
Ｏ

ｏ
２
％
と

全
国
的
に
最
も
小
さ
い

¨
安
心
感
を
与
え

ら
れ
る
。
大
都
市
圏
で
は
大
阪
６２

ｏ
８
％
、

名
古
屋
４６

ｏ
４
％
、
東
京
２３

ｏ
２
％
。

４

ｏ
積
雪
寒
冷
地
も
Ｐ
Ｒ

¨
寒
さ
や
雪
を

活
用
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
多
数
あ
り
。

【旭
川
へ
の
進
出
企
業
】

ｌ

ｏ
閉
ヤ
マ
ザ
キ

¨
静
岡
県
吉
田
町
の
惣

菜
メ
ー
カ
ー
。
セ
プ
ン
イ
レ
プ
ン
と
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
グ
ル
ー
プ
に
７
プ
レ
ミ

ア
ム
シ
リ
ー
ズ
の
惣
菜
を
提
供
。
地
二
雇

用
に
お
お
い
に
貢
献
。

２

ｏ
日
信
工
業
閉

¨
長
野
県
が
本
社
の
プ

レ
ー
キ
シ
ス
テ
ム
の
総
合
メ
ー
カ
ー
。
冬

期
間
の
テ
ス
ト
コ
ー
ス
を
建
設
。

３

ｏ
ダ
イ
キ
ン
エ
業

¨
世
界
的
な
空
調
機

メ
ー
カ
ー
。
海
外
の
寒
冷
地
仕
様
の
開
発

に
最
適
の
環
境
と
し
て
旭
川
ラ
ボ
を
開
設
。

４

・
テ
レ
ビ
ラ
ジ
オ
の
Ｃ
Ｍ
に
積
極
的
な

自
動
車
保
険
の
ア
ク
サ
ダ
イ
レ
ク
ト
が
、

顧
客
対
応
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。

５

ｏ
情
報
シ
ス
テ
ム
開
発
で
は
、
名
古
屋

の
デ
ジ
タ
ラ
イ
ズ
な
ど
。

【立
地
の
決
め
手
】
「地
震

・
台
風
の
発

生
率
の
低
さ
、
」
「本
社
と
の
交
通
ア
ク
セ

ス
」
「熱
心
な
立
地
支
援
」
が
各
社
の
声
。

【旭
川
地
域
企
業
誘
致
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
の
開
設
】
２
０
１
４
年
４
月
２３

日
、
鷹
栖
、
東
神
楽
、
東
川
の
３
町
と
の
共

同
事
務
所
と
い
う
位
置
付
け
で
、
東
京
サ
テ

ラ
イ
ト
を
開
設
。
職
員
３
人
が
常
勤
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▲雪の美術館。話題のディズニー映画

「アナと雪の女王」のような、雪の世界

を街彿とさせる美術館として大評判

に。お客さんも増えました。

▲カバの旭子。旭山動物園で人

気のカバ館に百吉のお嫁さん候

補としてメキシコからきました。

将来、赤ちゃんが楽しみです。

▲「あさつぴ―」の幼なじみの
「ゆつきりん」です。雪とキリ

ンが融合した名前です。よろ

しくね。

▲2014年 4月 23日の開所式でご挨拶される旭

川市・西川将人市長。後列左より、鷹栖町長0谷寿

男氏、東神楽町長・山本進氏、東川町長・松岡市郎

氏。108名が出席されました。

は1:1鶯瞳量曇購致霙ぷサテテイ》オヂピ翼趾購鑢:
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新
宿
の
旭
川
市
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ツ
プ
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

の
と

「旭
川
食
ベ
マ
ル
シ
ェ
」
の
半
纏
で
お

客
さ
ん
に
ア
ピ
ー
ル
。
福
袋
は
３０
分
で
２０
個

が
完
売
。
そ
の
ほ
か
の
商
品
も
よ
く
売
れ
ま

し
た
。
一
般
の
お
客
さ
ん
に
旭
川
を
知
っ
て

い
た
だ
く
よ
い
き
っ
か
け
が
で
き
ま
し
た
。

東
京
旭
川
会
で
は
、
高
橋
会
長
を
は
じ

め
幹
事
の
皆
さ
ん
や
会
員
も
応
援
に
駆
け

付
け
、
盛
り
上
げ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と

同
時
に
、
懐
か
し
い
旭
川
製
品
を
た
く
さ
ん

買
い
求
め
て
お
り
ま
し
た
。

ロ
ー
ソ
ン
本
部
の
方
は
、
「旭
川
の
団
結

力
」
に
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。
旭
川
出
身
の

方
は
ぜ
ひ

一
度
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

名
の
日
本
選
手
が
今
回
の
地
元
開
催
で
Ｗ

杯
の
ス
タ
ー
ト
台
に
立
ち
ま
し
た
。
若
い

人
は
ま
だ
世
界
は
遠
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
何
年
後
か
に
表
彰
台
に
立

っ
た
時
、

旭
川
で
や
っ
た
意
味
が
あ
る
」
と
分
か
っ

て
も
ら
え
る
は
ず
と
語
っ
た
。

１
月
２５
日
、
昨
年
９
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
旭
川
市
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

（左
記
）

で

「旭
川
氷
点
下
４．
℃
の
日
」
記
念
イ
ベ
ン

ト
と
銘
打
っ
て
、
旭
川
銘
菓

甲
雌
。』
公
呂

橋
製
菓
）
の
試
食
販
売
、
旭
川
関
連
グ
ッ
ズ

の

「お
楽
し
み
福
袋
」
（
１
０
０
０
円
）
の

販
売
及
び
ソ
チ
五
輪
銀
メ
ダ
リ
ス
ト

・
竹
内

智
香
選
手
へ

「Ｆ
Ｉ
Ｓ
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
Ｗ
杯

旭
川
大
会
」
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
集
な
ど

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
、
新
観
光
大
使
と
な
っ
た

朝
妻
久
実
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
、
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
企
画
し
、

当
日
は
自
ら

「あ
さ
っ
ぴ
―
」
の
か
ぶ
り
も

▲-41℃の日とは?1902年 (明 治35年 )1月 25

日、旭川市で国内観測史上最低気温との-41℃

を記録した日。(写真)東京旭川会の幹事・会員が

応援に駆け付け記念撮影。

▲旭川市□一ソンアンテナシ∃ップ (□ ―ソン新

宿イーストサイドスクエア店)の旭川市関係のス

ペースはワイド。常時、旭川産の菓子、ラーメン、

お土産グッズなどがぎつしり。

Ｗ
杯
旭
川
大
会
の
体
験
は

「大
き
な

一
歩
」
に
つ
な
が
る

竹
内
智
香
選
手
の
助
言
が
き
っ
か
け
で

実
現
し
た

「Ｆ
Ｉ
Ｓ
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
旭
川
大
会
」
大
会
は
、
サ
ン
タ
プ

レ
ゼ
ン
ト
パ
ー
ク
で
２
月
２８
日
～
３
月
１

日
の
両
日
開
催
さ
れ
、
連
日
約
７
５
０
０
人

が
訪
れ
、
成
塾
黒
に
終
了
し
ま
し
た
。

東
京
旭
川
会
を
代
表
し
て
、
西
谷
内
事

務
局
長
に
応
援
に
駆
け
付
け
て
も
ら
い
ま

し
た
。
西
川
市
長
、
山
下
会
長
及
び
竹
内
智

香
選
手
か
ら
も
大
い
に
感
謝
さ
れ
、
竹
内
選

手
に
は
、
東
京
旭
川
会
の
寄
せ
書
き

「応
援

旗
」
ほ
か
を
手
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

竹
内
選
手
自
身
は
、
惜
し
く
も
メ
ダ
ル

は
逃
し
ま
し
た
が
、
「私
は
１４
年
前
の
Ｗ

杯
旭
川
大
会
を
経
験
し
ま
し
た
。
男
女
１８

▲『私、勝ちに行きま

す」は、ソチ五輪銀メダ

ル獲得後に書いた本。

その意欲でガンバレ!

▲パーティ前に、竹内選手に東京旭川会として持

参した高橋会長のご挨拶文、寄せ書きの「応援

旗」、会報、手紙などを手渡し、記念写真撮影のご

協力をいただきました。

▲竹内智香選手への応援メッセージ

コーナー。なお、お店は東京メトロ副都

心線、都営大江戸線の東新宿駅A3出

□直結でとても便利です。

▲女子パラレル大回転で|よ 惜しくも5位入賞。苦

手のパラレル回転でも8位入賞。「2018年 韓国

の平昌 (ピ∃ンチヤン)五輪では両種目でメダル

を獲りたいと」と抱負を語つた。

▲「オリンピックに出場して活躍するた

めに、62m83の 日本記録を目指す」と

16歳の夢は大きく羽ばたく。「未完の

大器」ガンバレ!

古同校
１
年
の
時
、
北
海
道
大
会
で
優
勝
。
昨

年
８
月
の
全
国
高
校
総
体
、

１０
月
の
日
本

ユ
ー
ス
と
長
崎
国
体
で
も
優
勝
し
、
全
国
３

冠
。
国
体
で
は
自
身
の
道
邑
校
記
録
を
塗
り

替
ぇ
る
５３
ｍ
・５
を
記
録
し
、
飛
び
跳
ね
た
。

Ｆ
ｉ
Ｓ
ウ
ィ
ス
ラ
ー
カ
ツ
プ

Ｕ
‐４
大
回
転
で
世
界

一

旭
川
教
育
大
学
附
属
旭
川
中
学
校

２
年
生
　
一昌
羽
素
直
さ
ん

２７
か
国
が
参
加
し
た
カ
ナ
ダ
で
開
催
の

世
界
最
高
峰
の
チ
ル
ド
レ
ン
ク
ラ
ス
の
大

会
、
ウ
ィ
ス
ラ
ー
カ
ッ
プ
で
は
、
こ
れ
ま

で
も
チ
ー
ム
の
先
輩
た
ち
が
優
勝
し
て
き

た
舞
台
だ
け
に
、
「同
じ
表
彰
台
に
立
て

た
こ
と
が
何
よ
り
も
嬉
し
い
」
と
満
面
の

笑
み
。
（写
真
提
供

ｏ
員
木
健
）▲5人兄姉の末つ子。姉や兄の影響で、

物心ついた時にはスキーを履いてい

たという。旭川ジュニアアルペンチー

ムで小学1年から競技開始。

旭
大
星
　
さ
あ
出
直
し
だ
興

・３
年
ぶ
り
の
北
海
道
出
身
の
関
取
誕
生

と
大
い
に
期
待
さ
れ
た
旭
大
星
だ
が
、
新

十
両
の
秋
場
所
、
九
州
場
所
で
惜
し
く
も

負
け
越
し
。
初
場
所
は
、
意
地
の
勝
ち
越
し
。

出
直
し
の
年
。
旭
川
市
民
と
東
京
旭
川
会

は
応
援
し
て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

八
角
部
屋
の
若
い
二
人

旭
川
出
身
の
現
役
力
士
は
三
人
だ
け
で

す
。
若
く
、
こ
れ
か
ら
の
地
元
出
身
力
士
が

頑
張
っ
て
徐
々
に
上
に
上
が
っ
て
い
く
姿

を
応
援
す
る
の
は
、
大
相
撲
を
見
る
も
う
ひ

と
つ
の
楽
し
み
で
す
。
旭
川
観
光
大
使
で
あ

り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
相
撲
解
説
者
の
北
の
富
士
さ

ん
は
、
や
は
り
地
元
の
若
い
人
に
は
頑
張
っ

て
ほ
し
い
と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

▲左は三段目の掛橋、右は序二段の中野

(高橋会長と)。 初場所は二人とも勝ち越し。

八角部屋の旭川出身力士ですので、北の富

士さんの孫弟子に当たります。

▲初場所朝稽古の模様。旭天lll関 が

見守る中、旭日松関との激しい稽古。

今は稽古でもう一度力をつけ直して、

関取の白いまわしを付けて欲しい。
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第
ν
回
郷
土
訪
間
の
旅

昨
年
７
月
４
日
、
５
日
に
１４
名
の
参
加

者
で
実
施
し
ま
し
た
。
４
日
朝
、
旭
川
市
役

所
に
て
市
職
員
の
方
と
合
流
後
、
ソ
チ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
竹
内
智
香
選

手
の
ご
両
親
が
経
営
の
湧
駒
荘
を
訪
問
し
、

早
め
の
昼
食
。
旭
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
経
て

姿
見
の
池
に
む
け
散
策
。
下
山
後
、
湧
駒
荘

に
戻
り
露
天
風
呂
で
散
策
の
汗
を
流
し
ま

し
た
。
市
内
企
戻
る
途
中
、
八
木
祐
四
郎
記

念
碑
、
北
彩
都
ガ
ー
デ
ン
を
見
学
。
夜
に
は

恒
例
の
旭
川
関
係
者
と
の

「交
流
懇
親
会
」。

▲竹内選手のご両親が経営されている旭

岳温泉 1湯元 湧駒荘 1。 大雪山の麓、大自

然の中に位置し5つの源泉と11の 浴槽から

なる日本秘湯を守る会会員の宿です。

▲北彩都あさひかわ完成記念式典 |よ好天のもと大勢の市民の方が

参LElして実施されました。飲食などのテントが並び、市民音楽会や花

火大会も行われ大変にぎやかな式典でした。また駅南倶」に整備が進

むあさひかわJヒ彩都ガーデンもライトアップされていました。

～
北
彩
都
あ
さ
ひ
か
わ

完
成
記
念
式
典
に

合
わ
せ
て
行
っ
て
き
ま
し
た
～

石
山
旭
川
墜
公
天
バ長
、
首
原
旭
川
空
港
社

長
、
中
屋
荒
井
建
設
副
社
長
に
ご
挨
拶
い
た

だ
き
、
旭
川
の
食
材
に
舌
鼓
み
を
打
ち
つ
つ

旧
交
を
温
め
ま
し
た
。
翌
５
日
は
旭
川
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
の
皆
さ
ん
と
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会
で
交
流
。
そ
の
後

「北
彩
都

あ
さ
ひ
か
わ
完
成
記
念
式
曲
ど
に
参
列
し
ま

し
た
。
今
回
も
会
長
以
下
幹
部
が
地
元
の
企

業
を
訪
問
し
、
御
礼
や
今
後
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
旭
川

の
皆
さ
ま
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▲前年に引き続いてパークゴルフで旭川観

光コンベンシ∃ン協会副会長他皆さまと不□

気藷々と有意義な交流を図りました。

▲宮前公園に設立の八木祐四郎

記念碑では碑に刻まれた東京旭

川会の名前を確認しました。

▲「湧駒荘」ロビーに展示されてい

る竹内智香選手の競技用具。竹内

選手の
゛
原点

″
がここにありました。

東
京
旭
川
会
の
活
動
を
報
告
し
ま
す

昨
年
も
各
部
会
が
中
心
と
な
っ
て
活
動

し
ま
し
た
。
親
睦
部
会
で
は
５
月
に

「散

歩
を
楽
し
む
会
」
を
実
施
、
ゴ
ル
フ
会
は

５
月
と
１１
月
に
、
ま
た
８
月
に
は

「旭
川

デ
イ
」
に
合
わ
せ
て
納
涼
会
を
。
９
月
に

は
丸
の
内
で
の

「旭
川
ご
当
地
グ
ル
メ
」

に
参
加
し
て
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。
郷
土

部
会
で
は
７
月
に

「郷
土
訪
間
の
旅
」
を

実
施
。
ま
た
加
入
し
て
い
る
北
海
道
ふ
る

さ
と
会
連
合
会
主
催
の
親
睦
旅
行
会
、
日

本
ハ
ム
を
応
援
す
る
会
な
ど
に
参
加
し
ま

し
た
。
総
務
部
会
で
は
、

１０
月
の
総
会
時

の
懇
親
会
で
、
「お
楽
し
み
抽
選
会
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
広
報
部
会
で
は

「な
な

か
ま
ど
」
の
発
行
を
通
じ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
共
に
広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

散
歩
を
楽
し
む
会

都
内
の
旧
跡
を
郷
土
史
家
の
渡
辺
功

一

さ
ん
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
歩
く

「歴
史

散
歩
を
楽
し
む
会
」
で
す
。
１
万
歩
く
ら

い
の
軽
い
散
歩
の
後
の
ビ
ー
ル
が
う
ま
い
。

▲「築地明石町コース」。5月 31日 (土 )好天に恵まれ、築地本願

寺を見学後、浅野内匠頭邸跡で詳しく説明を受けるメンバー。
「エッ、こんなところに」というくらい思わぬ発見が楽しみ。

春
秋
ゴ
ル
フ
親
睦
会

昨
年
５
月
８
日
、

１１
月
７
日
に
両
日
と

も
武
蔵
Ｏ
Ｍ
Ｇ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
て
、
ゴ

ル
フ
好
き
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。

幹
事

。
会
員
交
流
懇
親
会

昨
年
夏
、
新
橋
演
舞
場
に
７
月
ヽ
８
月
の

事

醒

要

弟

旋

星

る

Ｃ

む

ｚ
Ｉ
フ
乙

が
オ
ー
プ
≫
。
８
月
１６
日
ｏ
ｌ７
日
は

「胆
り上
、
‐
ア

ノ
ロ
一
＞⊂
骸
押
＝
械
リ
コ
の
六
」
っ
パ
Ｙ
＝
」
バ
耀
平
企
易
っ
つ⊂

れ
に
あ
わ
せ
懇
親
会
を
開
催
し
Ю
名
の
仲
間

が
集
ま
う
ま
し
た
。
予
定
を
延
長
す
る
ほ
ど
盛

ｎ
子
が
り
、
十
分
率
し
い
〈Ｐ
な
望
啓
杉
Ъ

△春、秋それぞれア組25名 、6組20名 の参加を得て開催。秋

開催の第四回ゴルフ親睦会で|よ快晴のもと楽しい一日を過

ごしました。今年度も春と秋の開催を予定していますので、

お誘い合せの上多数の方のご参カロをお待ちしています。

▲あさっぴ一が大活躍。旭川出身の松

竹芸人“ベイビーフロート"に しやん

(写真右)も盛り上げてくれました。

東京旭川会のホームページをご覧くださもヽ

東京旭川会では、インターネットのホームページ (HP)を開設して

います。HPは、パソコン以外に携帯電話やスマホでも閲覧することが

できます。「東京旭川会」と検索して、東京旭川会―県民 .Comを選ぶ

と見られます。また、右のQRコ ー ドを活用すると、

より簡単にアクセスできます。会報『ななかまど』と

は別に、HPでは、会の案内やお知らせ、活動報告、

写真、 トピックス、皆様の投稿等をタイムリーに載せ

ています。HPを通じて広く情報発信しています。

旭
用
ご
当
地
グ
ル
メ

「旭
川
ご
当
地
グ
ル
メ
イ
ベ
ン
ト
ー
Ｎ
丸

の
内
ハ
ウ
ス
」
が
、
昨
年
９
月
２３
日
～
１０

月
５
日
に
新
丸
ビ
ル
７
階
の
「ム
ス
ム
ス
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
高
橋
会
長
を
は
じ

め
役
員
、
会
員
の
皆
さ
ん
２．
名
が
出
席
。

「あ
さ
っ
ぴ
―
」
も
登
場
し
、
男
山
の
鏡

開
き
で
乾
杯
―
旭
川
の
農
畜
産
品
を
素
材

と
す
る
特
別
メ
ニ
ュ
ー
も
好
評
で
し
た
。

△旭川B級グルメの「旭川しょうゆ焼き

そば」、「あつたか旭川まん」、米粉パウ

ンドケーキも大人気。
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■
会
　
長

■
副
会
長

■
副
会
長

・
事
務
局
長

■
副
事
務
局
長

■
監
　
事

■
名
誉
顧
問

■
相
談
役

高
橋
　
照
美

加
藤
　
桂
子

横
田
　
　
茂

西
谷
内
　
力
世

海
老
澤
　
美
智
子

小
松
　
仁
志

並
河
　
典
子

三
井
　
尚
美

山
原
　
正
博

佐
藤
　
幸
博

杉
本
　
一
美

新
田
　
大
輔

東
出
　
康
宏

山
川
　
　
智

野
作
　
雅
章

荒
川

　

繁

伊
塚
　
　
清

大
場
　
孝
仁

奥
山
　
好
美

木
島
　
英
人

澤
田
　
研
二

高
木
　
宏
明

高
島

芳
美

宮
川
　
秀
史

山
口
　
哲
男

山
崎
　
正
之

安
井
　
規
雄

米
陀
　
徳
光

原
　
　
公
朗

朝
比
奈
　
康
博

【ご
来
賓
】

◆
旭
川
副
市
長
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

岡
田

◆
旭
川
市
議
会
議
長
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〓
一丼

◆
旭
川
商
工
会
議
所
会
頭
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
新
谷

◆
旭
川
市
総
合
政
策
部
長
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
赤
岡

◆
旭
川
市
経
済
観
光
部
長
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
佐
々
木

◆
旭
川
商
工
会
議
所
企
画
総
務
部
長
…
…
…
…
…
…
…
…
…
川
口

◆
旭
川
市
議
会
事
務
局
総
務
調
査
課
長
…
…
…
…
…
…
…
…
樽
丼

◆
旭
川
市
総
合
政
策
部
秘
書
課
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
須
賀

◆
北
海
道
ふ
る
さ
と
会
連
合
会
会
長
…
…
…
…
…
…
…
…
…
森

政
勝

様

幸
雄

様

龍

一
郎

様

昌
弘

様

恵

一
様

勤

様

里
美

様

瑛
子

様

隆
信

様

◆
北
海
道
東
京
事
務
所
長
…
…
…
…
。…
…

…
…
。…
…
。…
‥
浦
本
　
　
一死
人

様

◆
閉
北
海
道
新
聞
社
東
京
支
社
編
集
局
長
…
…
…
…
…
…
…
加
藤
　
　
利
器

様

◆
北
洋
銀
行
執
行
役
員
東
京
支
店
長
…
…
…
。…
…
。…
…
。…
藤
池
　
　
英
樹

様

◆
却
炒
螂
却
綱
引
曰
剛
講
都
圏
本
部

…
…
…
…
…
…
…
…
…
手
島
　
　
孝
雄

様

◆
閉
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｏ
東
京
支
店
…
…
…
・…
…

…
…
。…
…

…
‥
八
木
澤
　
和
夫

様

◆
脚
本
家

。
旭
川
観
光
大
使
…
…
…
。…
…
。…
…
。…
…
。…
‥
山
本
　
む
つ
み

様

◆
旭
川
観
光
大
使

（初
参
加
）
…
…

…
三
．…
…
。…
…
・…
‥
浦
城
　
　
幾
世

様

【出
席
者
】〓
は
旭
川
観
光
大
使
の
方
で
す
。
（敬
称
略
）

朝
倉
　
隆
司

浅
田
　
弘
司

浅
沼
　
雄
太

朝
比
奈
　
康
博
÷

朝
妻
　
久
実
〓

朝
妻
　
由
美

石
神
　
絢
夫

石
井
　
拓
磨

板
岡
　
功
雄

市
川
　
洋
子

猪
瀬
　
英
雄
〓

今
津
　
寛
史

岩
田
　
公
雄
÷

岩
渕
　
勝
美

上
田
　
皓

一

浦
木
　
　
勲

海
老
澤
　
美
智
子

）遼
藤
　
　
　
折
口

大
西
　
幸
男

大
場
　
孝
仁

大
屋
　
道
夫

岡
崎
　
友
典
〓

岡
村
　
一浮
子

奥
山
　
好
美

小
田
　
　
武

片
桐
　
紀
恵

片
脇
　
義
正

加
藤
　
英
二

加
藤
　
桂
子

加
藤
　
文
哉

金
子
　
　
登

川
西
　
　
勲

河
原
　
惟
臣

木
善
　
秀
夫

木
島
　
英
人

窪
田
　
敬
昭

熊
野
　
勝
文

木
幡
　
　
功

小
林
　
信
雄

小
林
　
良
正

小
松
　
仁
志

今
野
　
勝
信

近
野
　
光
佑

齋
藤
　
弘
明

酒
井
　
典
子

櫻
丼
　
　
悠

佐
藤
　
聡
裕

佐
藤
　
健
司

佐
藤
　
安
弘
〓

佐
藤
　
幸
博

澤
田
　
研
二

島
田
　
一暴
明

清
水
　
弘
美

白
倉
　
伸
也

杉
本
　
一
美

杉
本
　
隆
利

鈴
木
　
聖
史

鈴
木
　
啓
正

瀬
川
　
信
幸

高
木
　
宏
明

高
島
　
芳
美

高
橋
　
照
美

高
橋
　
文
子

滝
沢
　
土早
子

田
疇
　
美
香

田
中
　
誠
治

田
中
　
ひ
と
み

丹
保
　
冬
司
夫

土
田
　
哲
郎

寺
島
　
一暑
久
男

土
肥
　
弘
通

冨
田
　
康
文

内
藤
　
ひ
ろ
み

中
川
　
哲
雄

仲
川
　
　
有

中
野
　
　
年

中
村
　
園
子

那
須
　
利
雄

並
河
　
典
子

西
川
　
肇
史

西
谷
内
　
力
世
〓

新
田
　
大
輔

野
作
　
雅
章

長
谷
川
　
明
子

畠
山
　
博
文

浜
崎
　
泰
子

早
坂
　
克
孝

林

　

秀

一

原
　
　
公
朗

東
出
　
康
宏

樋
口
　
　

厳̈

日
高
　
里
枝

平
本
　
信
夫

廣
野
　
豊貝
之

福
田
　
一浮
一

藤
丼
　
邦
夫
÷

船
山
　
一暑
美
子

堀
田
　
康
雄

松
田
　
広
昭

松
田
　
勇
三

水
沼
　
文
平

三
田
　
修

一

三
井
　
尚
美

三
井
　
靖
広

宮
川
　
秀
史

宮
澤
　
篤
司
÷

村
丼
　
　
馨

村
上
　
和
雄

村
上
　
正
秀

森
内
　
　
満

門
馬
　
千
恵

安
丼
　
　
正

安
井
　
規
雄

安
廣
　
一
哉
÷

柳
本
　
　
正

藪
谷
　
春
菜

山
川
　
　
智

山
川
　
雅
仁

山
口
　
哲
男

山
崎
　
浩
之

山
崎
　
正
之

山
崎
　
摩
耶

山
田
　
光
二

山
原
　
正
博

横
田
　
　
茂

横
田
　
雅
史

吉
田
　
義
勝
÷

米
陀
　
徳
光

和
田
　
　
昇

渡
辺
恵
士
朗

渡
辺
　
切印
子

わ                          や

【ご
協
賛

ｏ
ご
協
力
御
礼
】
（順
不
同
）

旭
川
市

旭
川
市
議
会

旭
川
商
工
会
議
所

一般
社
団
法
人
旭
川
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

旭
川
空
港
ビ
ル
閉

株
式
会
社
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｏ

ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
エ
ン
シ
ー
東
京

開
旭
川
振
興
公
社

問
旭
川
物
産
協
会

閉
サ
サ
キ
エ
芸

優
佳
良
織
工
芸
館

男
山
閉

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
閉

ニ
ツ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
閉

閉
明
治

閉

一
印
旭
川
魚
卸
売
市
場

今
野
醸
造
閉

佐
賀
孝
郎
商
店

閉
東
京
キ
ョ
ク
イ
チ

閉
福
居
製
餡
所

閉
藤
井

藤
原
製
麺
閉

閉
米
谷
産
業

同
エ
チ
ュ
ー
ド
洋
菓
子
店

三
葉
製
菓
閉

閉
ス
ノ
ー
ク
リ
ス
タ
ル
北
海
道

閉
煎
菓
亭
鈴
木
製
菓

高
橋
製
菓
閉

閉
壺
屋
総
本
店

閉
ロ
バ
菓
子
司

【ぜ
寄
付
御
礼
∵
（敬
称
略
）
　
　
　
　
・

朝
比
奈
●
・康
博
一
●
一
高
橋
　
照
美
　
・

．阿
部

．紀
彰
一　
一　
　
一月
橋
　
文
子
　
・

岩
田
　
公
雄
・　
　
　
　
竹
川
　
哲
雄

一継
中
一
「
い
一
一

・
一
¨
榊
」
椰
脚
」
一

・大
野
●
富
美
子
●
一　
一野
一日
　
一・明
―
●

大‐場‐‐
．孝
‐仁

一●
一
●
晨
　
　
合
計
．

・慇
雌
■
■
恵
子
●

．
・
κ
留
．■
略

恩
田
　
　
一・　
　
　
　
一二
井
　
尚
美

・加
藤
一
准
子
　
　
　
　
一三
井
　
備
広

河
原
　
惟
臣
　
　
　
　
安
井
　
規
雄

後
藤
　
正
弘
　
　
　
　
矢
野
　
章
子

一杉
木
　
一
美

一　
一　
　

‐‐山―原
　
Ｉ
博

．杉
本
．Ｅ
科
．　
●
．
横
日
一

．
茂
．　
一

高
木
・
宏
明
　
　
　
一米
陀

．徳
光
　
・

新規会員を募集中!! お友達、お知り合いの方で「東京旭川会」に関心のある方がいらつしゃいましたら、事務局までご連絡ください。会報『ななかまど』と入会ご案内をお送りします。

↓Ａ
予
告
】
本
年
度
（平
成
２７
年
）
第
３９
回
の
総
会

・
懇
親
会
は
、

１０
月
２４
日
（土
）
午
後
６
時
か
ら
で
す
。
そ
れ
に
先
立
ち
懇
談
会
は
、
午
後
４
時
か
ら
予
定
し
て
い
ま
す

国
園
隠
国

東
京
旭
川
会
の
活
動
の
模
様
は
、
そ
の
都
度

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
告
知
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
会
報

「な
な
か
ま
ど
」
は
そ
れ
ら
の

ニ
ュ
ー
ス
を
取
り
ま
と
め
て
掲
載
す
る
と
同
時

に
、
東
京
旭
川
会
と
し
て
の
１
年
間
の
活
動
を

公
式
記
録
と
し
て
皆
さ
ん
に
示
す
重
要
な
役
割

を
持
つ
も
の
と
思
い
ま
す
。

会
報
の
編
集
に
は
広
報
部
会
の
皆
さ
ん
に
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
、
記
事

を
執
筆
さ
れ
た
方
に
編
集
後
記
を
書
い
て
い
た

だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
（高
橋
）

↓
↑
　

↓
介
　

＊

ほ
と
ん
ど
の
作
業
は
経
験
豊
か
な
編
集
長
に

お
願
い
し
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

『
な
な
か
ま
ど
』
で
会
員
の
皆
さ
ん
が
旭
川
ヘ

の
愛
着
を

一
層
深
め
る

一
助
に
な
れ
ば
幸
い
に

思
い
ま
す
。
（小
松
）

＊

　

＊

　

＊

編
集
に
あ
た
り
ほ
と
ん
ど
お
役
に
立
て
ま
せ

ん
で
し
た
が
、

一
年
間
の
活
動
を
改
め
て
振
り

返
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
誌
を
通
し
て
旭

川
に
関
す
る
様
々
な
こ
と
に
触
れ
て
い
た
だ
け

た
ら
幸
い
で
す
。
（東
出
）

＊

　

＊

　

＊

「
マ
ッ
サ
ン
」
で
話
題
の
ウ
ィ
ス
キ
ー
造
り
は
、

ま
ち
づ
く
り
に
似
て
い
ま
す
。
愛
さ
れ
る

「ま

ち
づ
く
り
」
で
東
京
旭
川
会
の
皆
様
に
支
え
て

い
た
だ
き
、
市
の
職
員
の

一
人
と
し
て
、
幹
事

と
し
て
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
（新
田
）

＊

　

＊

　

＊

昨
年
の

「懇
談
会
」
は
脚
本
家

・
山
本
む
つ

み
さ
ん
の
講
演
内
容
が
素
晴
ら
し
く
、
原
稿
も

先
生
に
手
を
入
れ
て
い
た
だ
き
、
ベ
ス
ト
に
再

現
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
報
の
中
で

一
番
美
味
し
い

「ア
ン
コ
」
の
部

分
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
年
の
懇
談

会
も
充
実
し
た
内
容
に
し
た
い
も
の
で
す
。

私
は
こ
れ
で
五
冊
目
の
編
集
と
な
り
ま
し
た

が
、
今
回
か
ら
広
報
部
会
メ
ン
バ
ー
が
チ
ー
ム

と
し
て
編
集
に
当
た
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

お
互
い
に
協
力
し
合
い
、
来
年
は
よ
り
よ
い
も

の
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
（朝
比
奈
）
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